
○食育紙芝居１ 

 １．きこえたね！いただきます 「感謝・マナー」 １２場面 

  「どうして食べる前には『いただきます』っていうんだろう？」。レストランにやってきたなっち

ゃんは不思議そうです。そこへ、なっちゃんの『いただきます』を聞いたコックさんがニコニコして

やってきました。 

 

 ２．おふくちゃんのおいしいごはん 「クッキング」 １２場面 

  ご飯を炊くのがとてもじょうずなおふくちゃん。ある日、３つ目おばけに変身したたぬきの子ども

たちが、森へおふくちゃんをつれていきました。たぬきの子どもたちは、おふくちゃんにいっしょに

おいしいカレーを食べるためのご飯を炊いて欲しかったのです。 

 

 ３．おやおやもったいない！ 「もったいない・食べ物の育ちを知る」 １２場面 

  ライオンのおうさまは、家来にいつもあれもこれもとたくさんの料理を注文します。そして少しず

つ食べては「おなかいっぱい！」と残してしまいます。ある日、いつものように残していると、「も

う食べるものがありません」と家来が悲しそうにいいました。 

 

 ４．はなたろうとあかべえ 「好き嫌い・食選力」 １２場面 

  赤い食べ物ばかりを食べる赤おにのあかべえ。この日も、あかべえに赤い食べ物を取られてしまい、

村の人は困っていました。そこで、村に住むはなたろうが赤べえとすもうで勝負をすることになり・・・。 

 

 ５．おいしいランドのたんけんたい 「味覚」 １２場面 

  なおくんと飼い猫のフウタは、大の仲良し。甘いものばかりが大好きななおくんに、フウタが「お

いしいランドへ探検に連れて行ってあげる！」と魔法をかけました。すると・・・。 

 

○食育紙芝居２ 

１．ありがとう！はやね はやおき あさごはんマン 「食と健康」 １２場面 

  いつも元気なおうさまの正体は「はやね はやおき あさごはんマン」今日も元気が出なくて困っ

ている人のもとへひとっとび！どうしておうさまはそんなに元気なのでしょうか。元気の秘けつを教

えます。 

 

 ２．いっしょがいいね 「食と人間関係」 １２場面 

  宇宙人のポポルンの食事は、小さなつぶを食べるだけ。元気になるつぶ、大きくなるためのつぶ、

おなかがいっぱいになるつぶをひとりで食べて、おしまいです。ある日、クマの家族を出会ったポポ

ルンは、食事の準備のお手伝いに誘われて・・・。 

 

 ３．なかよしおはしのはーちゃんとしーちゃん 「食と文化」 ８場面 

  おはしのはーちゃんとしーちゃんは、とても仲良し。いつも一緒に食べ物を運んでいます。今日も

仲良く食べ物を運んでいると、コロコロと転がってはーちゃんがいなくなってしまいました。はーち

ゃんは、どこへ行ってしまったのでしょう。 

 



 ４．ひみつのあかいジュース 「いのちの育ちと食」 １２場面 

  おじいちゃんの家にあそびに来たけんとみくは、畑で水やりのおてつだいをすることになりました。

採れたてのトマトを、おいしそうに食べるけんを見て、トマトがきらいなみくは悲しい気持ちになり

ました。そこへおばあちゃんが、おいしそうなジュースを持ってきてくれて・・・。 

 

 ５．ころりおにぎりできあがり 「料理と食」 ８場面 

  まあくんは、お父さん・お母さんと一緒に、初めておにぎりを作ります。どんな形にしようかな？

さてさて、まあくんのおにぎりは、どんなおにぎりになるのでしょうか。 

 

○やさいなんてだいきらい １４場面 

  やさいと牛乳がきらいなケンくんはいつもカゼをひきます。ある日ケンくんはいつもと同じように

カゼをひきました。しかし、カゼはなかなか治らずケンくんは、ゆめをみました。そのゆめで、ケン

くんは大きなかいぶつにたべられそうになり・・・。 

 

○ピーマンのふしぎ １０問 

  ピーマンについてのクイズが１０問あります。 

 

○にんじんのふしぎ １０問 

  にんじんについてのクイズが１０問あります。 

 

○トマトのふしぎ １０問 

  トマトについてのクイズが１０問あります。 

 

○ぴーまん★だいすき １２場面 

  一般的に子どもに苦手とされやすい「苦味のあるピーマン」という位置づけを、他の野菜とのやり

とりの中で表現しています。また、子どもが「野菜の気持ち」に感情移入しやすいように野菜をキャ

ラクター化し、喜怒哀楽を持たせています。さらに、楽しみながら自然と野菜の豆知識を学ぶことが

できるストーリー構成となっています。 

 

○にんじん❤だいすき １２場面 

  子どもが「野菜の気持ち」に感情移入しやすいように野菜をキャラクター化し、喜怒哀楽を持たせ

ています。また、野菜を食べることによる利点や豆知識を楽しみながら自然と学ぶことができるスト

ーリー構成となっています。 

 


